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a　昭和48年度主要河川定期水質調査

水質汚濁防止法把基づく公共用水域の永質の剰定計画により、県内主要河川の水質測定恵美施し

た。測定地点は全部で57何引け1地点であるが、このうち建設省関東地方建設局（各工事事務所）

が25地点、県はJiる地点を分超し、県分担4る地点のうち当公害センターが測定した50地点

（葬カ1る地点は外部委託）について調査の概要をまとめた。全71地点の調査の詳細については

「埼玉県主要河川水賀詞査報告書」（昭番目9年7月）に報告されている。

1．調査方法

試料の採取は、昭和48年4月から49年5月まで毎月1日1回採水し、気温、水温、透視慶、

色相、臭気は現場で調査し、その他の項目については公害センターに持ち帰力分析把供した。検

体の採乾、分析方法ほ主としてJ工S、E Glロ2の方法によった。

2．調査地点

環境基準
類　　型 所　在　地

野
　
間
　
〃

荒
　
市
　
入

成　木　川

／J、蛭　川

高　虞　川

部　幾　川

関　　　川

和田吉野川

赤　平　川

横　瀬　jft

中　　　川

ノケ

伝　右　川

親
　
徒
　
初

歩　　梅

確　　橋

富　士　見　橋

豊　　水　　橋

給食センター前

成　木　大　橋

新　　　　　橋

高覧川大橋

東　松　山　寵

兜川合流点

景下流地点

橋
　
橋
　
橋
　
橋
　
橋

平
　
谷
　
　
　
幸
　
右

赤
　
原
　
畳
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伝
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且

皆　　野　　町

川島町。書見町

川　　越　　市

狭　【＿日　　石

入間市0狭山市

飯　　能　　市

川　　越　　市

坂　　戸　　町

東　松　山　市

小　　川　　町

書　　見　　町

鷹小
　
秩
　
松
　
草
　
革

父

伏　　町

匪
（
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名 地　 点　 名
環境基準
類　 型

　所 在 地
‖

川 中　　 島　　 椋 C

u
越　 谷　 市

川 八　　 幡　　 橋 　 C
】

蓮　　 田　　 市

舌利根川

′／

新　方　川

大　場　川

新河岸川

黒　目　川

柳＋瀬：川

小　山　川

元」、山川

福　　　川

寿　　　　　橋

古　　川　　橋

昭　　和　　橋

葛　　三　　橋

割

い はろ

明

　

の

　

の

　

和

新

　

一

　

前

　

昭

橋
　
境
　
橋
　
橋
　
梧
　
曙
　
橋

越谷市、松伏町

杉　　戸　　町

越　　谷

三　　郷

志　　木

新　　座

市

　

布

　

市

　

市

志　　木　　市

豊　　里　　村

本　　庄　　市

′・′

妻　　沼　　町

5．調査結果

r　各項ヨについて、年平均値、最小値及び最大値、全測定回数（n）に対する環境基準値を超

過した回数（m）を麦1に示す。

－1：≧i一



習
」
1
、
T
．
∵
．
…
．
。
．
　
　
こ
．
、
　
．
一

般

項

ロ

　

1

肯

＋

殊

　

項

　

目

生
　
癌
　
環
　
境
　
阻
　
害

表t・公共用水域の水質の測定結果

事 こ二＼ ＼ 水 威 名

、 1＼
＼、二‾1＼＼＼ 諷定点名

定 項 目＼、、＼、、ペ 里空 値

荒　　　　　　 川 市　　　 野　　　 川

1ローA　 親　 鼻　 橋 1　 19－C　 徒　 歩　 橋

平　　 均
最悠 鮭 ト ／ n

平 ▼均
n

ー最小監 値 i m ／n

卜‾‾ －
流 量　 （め S ）

p 日 8．5 i　7．5～8．9

j

亀／／12

言　 7∴ ム～8… ′ 2

D O　　　　　 （p p m ） 1 1．占 j　8．5～15 y 12 8プ　 5・9～15・1 い ／12

B O 工）　　　 （p p m ）　　 乙5 1．1～5A 7／て2 n
1　 7．7

1月～2 0£ ‘ろ／12

C O I〕　　　 （p p皿）　　 2．5 15～4．ロ 12
n
‡ 占．9 0．8～17　　　　 12

S S　　　　 （p p m ）　 5 1 う′・）2 10 y 12 1占
9～50 憂 y 12

u
ぎ　大路菌帯裟 即 断 0加め ， 14即 0 55ロ′～92，00（〕 12 n
十1 訂‾亮一叫 …
婁 （P印 ）

フエノーノレ顛 （p p m ）

鋼 しP P m ）

亜 籍 （p p m ）i

警 荒 壁〕…器 ≡三‡

クロム （p p m ） （10占フ）

フッ素 （p pⅧ） ‡
董

ぎ 0004

靂

（＝8．5）
！

0，ロ0て～0．ロ1 5

！
シアン　　　 （p p m ） N D N D レ／12 N D N 工） q／12 】

アルキル水銀 （p p m ） N D （N D・） N D む／12 N D （N工）） N D y 12

▲　有機 リン　　 （p p m ） N D N∵D ル／12 N D N 工） レ／12

カドミウム　 （p p m ） N工）（05） N I） 0／／12 N D （25 ） ′　N D 0／12
鈷　　　 （p p m ）1 N D （17．1） N I） q／／12 N D （52．る） 1ID y 12

クロム〔占価〕 （p p m ） N D N D レ／12 N I〕 N ⊃ 軋／／12

ヒ素　　　　　 （p p m ）　 0．ロロ2（1．□）・N D～0．DO4 q／12 N D （1上I） N D～0、ロD2 i q／12

給水銀　　　 （p p－℃）t‡寸D （0・ロ7） N 工） y 12 N O （0．48） N D y 12

！

董
（＝8．5）

－

i

！

N D レ／12 N D N 工） q／12 】

N D む／12 N D （N 工）） N D y 1 2

N∵D ル／12 N D N 工） レ／12

N I） 0／／12 N D （25 ） ′　N D 0／12

N I） q／／12 N D （52．る） 1ID y 1 2

N D レ／12 N I〕 N ⊃ 軋／／12

N D～0．DO4 q／12 N D （1上I） N D～0、ロD2 i q／12

N 工） y 12 N O （0．48） N D y 1 2

4～・50以上 12 2 4良しヒ 10～50以上 12

150～220 て2 55 9 2 5 0へろ9 0 12

ロ01′－025 占 0．15 0．04へ月2 4 る

G．0～ロ』7 占 0．78 0．ロ8′・－1．79 占

1′－5占

8．01～05 ロ

N D

る

占

2

44 4．4へ・8 4 る

0．占9

N D （0．85）

0．5～1．2　 璽

N D 】

占

2

透胡度　　　　　（慶）

導電審　（25℃脇）
ABS　　　　（ppm）

アンモニア陸窒素（ppm）

塩素イオン　（ppⅡ1）

ワン酸イオン　（ppl召）

硬　度　　　（ppm）

P04　－P　　（ppⅧ）

PCB　　　　（ppm）

ーー†28・－



入　　　 間　　 Jil
入　　 間　 JFl 蔓 入　　　 間　　　 川

－　　 22 －B　 初　 雁　 橋
　　　　　　　　 H

25 －B　 富 士 見 榎 24 －B　 豊　 水　 橋

平　　 均

　 n
最 小 値 ～　最 大 値 m ／ n

　　 ‡

平 均 最 小 監 値 うm ／ n 平　　 均
最 小 値 ～　最 大 値

m ．／n

75

‡

7．0～7．8 ′0／ 1 2 7．占

7．ト 8．。 i 。／ 1 2 ’

7■9 l 7．4～ 8月 2／ 1 2

7．9 1．9～ 11A 2／ 1 2 10．9 9．G～ 1 2．占　 0／ 1 2 1 1．1 9．0へ′1 5．8 0／ 1 2

7．9 1．1～4 1 1ロ／ 1 2 4．5 1工ト 1 7▲う　 4／ 1 2 5、5　 】 0．日～ 7．7 7／ 1 2

占．7 1．9・・－〉2 5 1 2 4．9 12 ヘノ1 5ム　　　 1 2 5、占 12 ′－占、9 1 2

12 2ノ・・－2 2 □／ 1 2 15 2～ る5　 1／ 1 2 1 0 1～5．4 1／ 1 2

乙9 m 刀00 7CDへノ28〔m 皿 1 0／ 1 2 9 5，00 0 5 50～55叩 ロ0 】1 1／ 1 2 25，ロ0 0 1，7〔】ロ～アロカ8 9／ 1 2

1．1

0・00 5 毒

垂

（4 8．1）

0．占～ 2．1

0．0 04～ 0．007

占

5

1．1

i

臣（4 5■2）

ロー8～2■1 蔓 占 ‘し0

l

（49．7）

0．5～2．0 占

N 工） i　 N D 0／ 1 2 N D N I〕 0／ 1 2 N D ‡√D G／ 1 2

N D （N I：＝ N D 0／ 1 2 N D （N ⊃） N D D／ 1 2 N D （N D ） N D 0▲／ 1 2

〉　王寸D N D ロ／ 1 2 N ⊃ N D 0／ 1 2 N 工） N l〕 0／ 1 2

N D （口う） N D 0／ 1 2 N D （柑 ） N D ロ／ う2 N 工）（0 5 ） N D 0／ 1 2

N D （14．占） N∵D 0／ 1 2 N D （75．5） N D 0／1 2 N I〕（け．1） N D 0／ 1 2

N D N D 0／ 1 2 N D N 工） 0／ 1 2 N D N D 0／ 1 2

N 工）（0、占） N D～0．Oe2 0／ 1 2 N D （15 ） N D ～0．0［！2 0／ 1 2 N D （5．5） けm ～0・003 0／ 1 2

N D （ロ．1占） N ロ 0／ 1 2 N D （0．5 5） N 工） 0／ 1 2 N D （0．15） N D 0／ 1 2

27，8以上 1占～5 0 以上 2 29 以 上 2 5～ 50 以上 1 2 2 9 以上 2 2～ 50 以上 1 2

52 0 19〔〕～5 0〔】 2 ．′2 44 1 7 0一－5 4 5　　　　 1 2 2 15 1 4 5～ 5 10 る

0．08 0．ロロ′～0．45 占 0．12 0∫）5～02 5 る 0，□8 0月1～ 02 0 占

0．7 8 0．08－－2．18 る ロ．る2 0．0～ 5．0 5 る Cム2 0．0 8一－2月 る

5 7．2 7．チー占4 占 2る．8 2．9′・－4 8 占 2 1．8 2フ′－4 2 る

f O・5 4 02 抑 5 る

i｝丁。（。… 。 2

0．7 4 〔事2 5～ 15　 る

N D （0，5る） N －D　 2

ロ．占0 02 ら～ 1．1 D　 占

N I〕（0∫）11） N D　 2
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、モ雫 丈　 水 域 名

ここ＼ ＼ 、墾 島名

執 定 項 目＼＼ 測 定 値　、＼－、＼

】　 入　　 周　　 川 一　　 成　　 木

！ 25 －A　 給食センター前 2占－B　 成　 木‥大

平　　 均 最小値～　最大値 m ／ n 平　　 均 最小値～　最大値

流　 量　　　　 （戒／／s ）

8．2

　 u　‖

7・9 ト 5～8タ→　　 P H　ノ 7．占へノ8月 2／1 2

9．1～14．5 0／1 2

0．4へノ24．2 る／1 2

0．占～25．4 1 2

瑠 盗 ′憲 11．5
5．7
5、2

1圭…圭子；喜三…■1
環蓼目　 S S　　 （p 叩 ） 8 1～25 0／ 1 2 】　 u

1ロ 1 ■トー52　H

大県菌群数（Ⅶ⊃研00石崎

油　分　　　（ppm）

フエノ“ル類（ppm）

790へ可d，000 11／12 28，008　い邦0可占叩

1／12

0／12

5／12

12

1／12

9／12

】 （pp†□）

亜 鉛 （ppm）

u

】 クロム （ppm）
u
【 フッ素 （pp王ヨ）

（79．1）

‖

璽

‡

‡ 音

‡

蓼

（59．0）

l
】

揉 消

吊 ドミウム （ppm）

クロム＝億〕（ppm）

N工） ND 0／12 ND N工） ロノ／12

ND（NI）） ND 0／12 ND（N工））l N工〉 0／12

ND

ND（口．5）
惚 1・占）重

ND

N工）

ND

N工）

0／12

0／／1－2

0／12

0／12

0／12

藍 ）

－ND

N⊃（0．9）

j ND

∃N⊃

笹 0◆02

ぎ二NO

0／12

8／12

0／′12

0／12

ヒ　素　　　 （ppm）ND（ロブ）

‡ND（ロ・10）1

ND

N］〕⊃

0／12

給水襲　　　 （ppⅡ1） 0／12 ND（0．27） ND C／12
章票雷雲 （25。〟芸 ； 50以上 50以上 12 5ロ以上 1 50以上 12

127 94～1占0 12 2q4 1占Dへゼ50 12
そ　 A B S　　 （p叩）

0．09 □．ロ0へ月21 占 0．0る 0．ロひ、0．汀る 占
－0　 7ンモニ7性窒素（ppm） 0．08 8．ロヘ刀59

2へゼ4

0．D2へノ1J〕5

占

占

る

0．47 D．0へを2る 占
他　 塩素イオン　 （ppm） 15．4 1占5 5．1へヰ8 占
の　 リン酸イオン （p叩） 054

ND（0．ロ）

051

恒 （0・0）

α2昏・－1エ）

ND ‥

占

2l

一言 警。警＿。 ……≡≡三　P C B （ppⅡ1）

ND 2



′」＼　　 蛭　　　 川 高　　　 麗　　　 川 都　　　 幾　　　 川

28－C　 前　　　 橋 29 －A　 高 霹 川 大 橋 50 －A　 東　 松　 山　 橋

平　　 均
最 ／」1、値 ～　最 大 値 m ／ n 平　　 均

最 ／j、豊 美 値 i m ／ n

平　　 均
最 小 値 ～　最 大値 m ／ n

7．5

‡

る．8～7．7　 0／ 1 2 7．る

i

7．1～7．9 0／ 1 2 7．7

1 05

1A

7．1～8 2　　　 G／ 1 2

9．2 る5～ 1 2．1　 0／ 1 2 1 0．5 占，1′〕1 3．7 1／ 1 2 8．9～ 1 4．5　　 0／ 1 2

9．5 2．9～ 5 †．9　　 8／ 1 2 1．0　　　 （】．1～乙0 0／ 1 2 憂 0，0～2 5　　 5／／1 2

72　　　　 □．1～ 1 1タ　　　　 1 2 □．8 02 ～ 1フ 1 2 5、8

12

7，7 0 0

1A ～ 2 1　　　　 1 2

4 2　　 1 0～る8　　 5／ 1 2 8 以 下

11□，0□0

1以二下～ 22

2 0′Jヲ2 0，00 0

0／／1 2

8／ 1 2

5～ 5 2 1／ 1 2

250へる5，000 9／ 1 2

（78，占） （巧フ）

L

箋

円

i

仁 ） ！

N O　　　　 N 工）　　　 0／1 2 N 工） N l） 0／ 1 2 N 工） N D　　　　 口／ 1 2

N D （N D 〕　 N D　　　　 ロ／ 1 2 N D （N ⊃） N I〕 0／／1 2 N D （N D ） N ロ　　　　 0／／1 2

N D　　　 N D　　　　 O／ 1 2 N 工） N D 0／ 1 2 N D N 工）　　　 0／ 1 2

N D （0ヱ）　 N D　　　　 O／ 1 2 N D （○、5） N I〕 D／ 1 2 N D （0．4） N I〕　　　 □／ 1 2

N D （7．5） N D ～0．□2　　 8／ 1 2 N D （9．5 ） N D 0／ 1 2 N D （5占、5） 〉すD　　　　 ロ／／1 2

N D ≡≡ l 喜ク 三… N O N D 0／ 1 2 N 工） N D　　　　 O／／1 2

N I）（0．5） N つ（□．る） N D～0．〇05 D／ 1 2 N D （0 5） N 工）～0．□05　　 C／ 1 2

N ⊃（0．05） N O 0／ 1 2 N 工l（D．0 5） N D 0／ 1 2 N D （□、0占） N D　　　　 O／ 1 2

2 1以上 8へる0以上 1 2 5 0 以 上 5 8 以上 1 2 5 0 」；止 2 5へろ0 以 上　　　 2

25 7 1占5～ 5 8 0 1 2

占

る

占

る

2

19□ 14 5・－ノ2 1 5 1 2

る

占

占

占

2

2 2 占 1 5 0～2 占0　　　　　　 2

ロ．1 5 □．D3 ～02 7 0．04 ロ．D▼□へ且1 5 ロ．0 4 0．0 0～ 0．1 2　　　　　 占

2．1 8 D．1占～7．7 ∈； 0，ロ8 0∬叫 ．D 8 0．0 8 0．ロ～ D．0 8　　　　　 占

5 占．占 占，4（一ア2 18．4 5れ 4 2 2 7，9 4．5～ 5 8　　　　　　 占

1．1 2

N つ（0．ロ5）

ロメ15～2．0 5

N 工）

0 12 ロ．ロ0へ且2占

i

l N D （0・□） を N D

0．2 0

ト （0月）

0．0 5～ 0，4 5　 る

N D　 2
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項
　
m

量
　
E
 
O

P
　
〔
〕

「
〕

∩
）

R

名 磯　　　 川　 i

名屋　 51－B 荒川合流点前
52

値
平　 均蓼最′鳩 ～ 妻　　最大値すⅦ／n ‡

平

（I舟／s）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

CO工）　　　（pp皿）

目‡ss　　　（如Ⅷ）

特l

殊

項

目

大腸菌群数（MP研0ロが）

抽　分　　　（ppⅡ1）

フェノール類（ppl罰）

鋼　　　　　（ppm）

亘薪　　　　（ppm）

鋲〔蒋解性〕（pp了召）

マンガン〔溶解牲〕（ppI℃）

クロム　　　　（ppm）

フグ素　　　（ppm）

シ7ンー　　・＼（ppm）

7ルキノレ水銀（ppm）

有機リン　　（pp刀リ

カドミウム　（ppm）

轟　　　　　（ppm）

クロム〔占価〕（ppⅡり

ヒ素　　　　（ppⅡり

給水穀　　　（ppm）

透視産　　　　　（慶）

導電率　（25℃脇ヱ）

ABS　　　（ppm）

アンモニア陛窒素（ppⅢ）

塩素イオン　　（ppm）

リン骸イオン　（ppm）

総硬度　　　（pp正）

了ルカリ産　　（ppⅦ）

PCB　　　（pp正）

7．4～8．4

9．5～12Jら

45 1．0・・－15．e

4．4 15′■－8フ

1 2 5～2 8

5 9ロ．000

（25占5 ）

5 500 へ2β刀ロ

N ⊃ N 工）

N D （N I〕） N 8

N I〕　 ！ N D

N 工）（D．Z）ノ 折口

N D （27．1） N ロ

N 工） N D

N D （2．8） N Dへ■0．0（〕2

N D （q．15） N D

28 以上 4～5 0以上

2 2 1 1 0 5（－ゼ5 0

D．1 0．0 2へ礼18

0．D 8 0．□へ月5 1

2 0．1 45へち0

05 占 0 2 8、8．5ロ

8／12

0／12

占／12

12

1／12

11／12

和田菅野川

ーB　最下流地点

最小値～
最大値

7．7

10．1

2．7

47

2．1

55，ロ00

8．01

N 8 ロ／ 1 2 1 N 工）（

N D 0／ 1 2 N 工

折口 0／ 1 2 N D （

N ロ 0／ 1 2 ♪T D （

N D ロ／ 1 2 N 壬

D へ■0．0（〕2 ロ／／1 2 N D （

N D 0／ 1 2 N D （

～ 5 ロ以 上 1 2 2 占5

0 5（－ゼ5 0 1 2 2 7

．0 2へ礼 1 8 占 0．0

．□へ－85 1 る 0．1

5 へち0 占 2 9

2 8、 8 ．5 ロ

N D

占

2

0．5

N O （

7．0一）85

1夕～14プ

ロ．占へ′5，9

0／12

1／12

5／12

0．4～8．1】　12

5～59

2真打ヘー2即仁00

0．00へ月．ロ2

8　1255′＼う2〔〕

0，00～0．1占

ロ．ロ　～051

7．5　′、′　占4

02与～055

4／12

9／12

5

□／12

0／12

0／12

□／12

ロ／12
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　　　　　　 山
赤　 平　 川 横　　　 瀬　　　 川 中　　　 川

55－A　赤　平　橋 54－A　原　谷　橋 57鵬C　豊　 橋

平 均l最小値～　　新 値巨／ノn 平 竺と 監 悠
m／n

平 示 最′」＼豊美値

l
m／n

要　 ●喜一彗一8／12
；ク三≡茎

12

8．8
封

1＝ 。 し 12

8ヱ～14．5 □／12
12～4．7 7／12
D．8～4．5 12

j

1童萱 …享妻妾

12 王
H

】
蔓

（。2．1）‡
1

1 4　　　　　 1′－4 8 1／ 1 2 5 5 5～2 5 占　 4／ 1 2

2 8，0 00 55ロへゼ8□，ロロ0

l

‡

H口
…

に 9一占）

9／ 1 2 75，000

（1 1A） l

2さ0日ヘる50ロ0 12／ 1 2

N D　 事　 N 工） 0／ 1 2 N 工） N D D／ノ／1 2 N D　　　　 N D 0／ 1 2

N 。（N 。）！ N 。
ロ／ 1 2 N D （N 工））

N D　 巨 ／ －2 N コ（N D ）　 N D 0／ 1 2

N D N O 0／ 1 2 N O N D　　 I O／ 1 2 N D　　　　 N D 0／ 1 2

N 工）（0，2） N D 0／ 1 2 N D （0、5 ） N D 0／ 1 2 N D （0．9）　 N D　　 1 0／ 1 2

N I〕（50．8 ） N D　　　 □／ 1 2 N D （用．□） N D 0／ 1 2 N ‡）（15．0）　 N D　　　　 O／ 1 2

N O N D　　　 □／ 1 2 N 工） N 工） 0／ 1 2 N O　　 N 0　 1 ロ／ 1 2

N D （15 ）
N O～ 0．0 02 ‡0／ 1 2 N D （0．占） N 工）～0．002 0／ 1 2 0．0ロ2（5．4 ） N D～0．0 04 1 0／ 1 2

N I〕（0．10） N O 0／ 1 2 N D （0．08） N D 0／ 1 2 N 工）（02 5）　 N 工）　 ．0／ 1 2

2 8 以上 12へろ8 以上 1 2 2 8 以上 占へる削奴上 1 2 　　 持
2占．5以 上 19～ 50 以上

1 2

2 0 7 1占昏＼壱5 5 1 2 2 1 5 1 7 ひ、5 0 □ 1 2 5 5 8　　　 2 2 0へち5 0 1 2

□．0 5 □．ロ0へ・8．15 る 0．0 9 0．0 1へ月2 4 る 0．ロム　　　　 0．0 1へ孔1 2 5

□．1る 0．0　へ月フ8 る 0．1占 0．0　へ竜．7 8 （〕
i lタ4　　 0．5 1～5．1 5－ ム

1 5．8 28　～5 5 る 1 5．0 28　へる8 占 5 4－9　　　　　 7ムへ8 4 る

ロ5 ロ

N D （0．0）

0．1 9（－0．4 0

1 N D

占

2

G．4 7

N つ（0．0）

0 2 8～1．0 1

N D

る

2

□．8 1 0．5 8′～1．4 5

1 0 1 占7・一－1 5 0

9 5 5 9｛1 8 5

N D （0．0 7） N D
l

占

る

占

2
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．
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生
　
岳
　
環
　
境
　
阻

害

　

項

　

目

（Ⅰあ／′s ）

（p p T□）

】　H

7．5 る．8～7．占

l

。／ 1 2 葦

l

7ヱ j 占，る～7．る 0／ 1 2

（p p m ） 4．9 2月へノ9．5 8／ 1 2 0．1 0．0～ 0．占 12／ 1 2

（p p l℃） 1 0．9 2＿5～5 4．7 8／ 1 2 　　 H
1占5．4

9 5．7′1、／2 4 占 12／ 1 2

（p p m ） 1 5．4 5．9′－5 5．5 1 2 2 9 5．8 8 0ヱ～ 占9 75 1 2

（p p m ）

こ（M P y l□G第の

5．5 1 2～ 7 5 1／ 1 2　M 1 7 5 4 9～ る7 7 1 2 l

（p p m ）

′類 （p p m ）

（p p m 〕

（p p m ）

二〕 （p p l召）

解性 〕（p p m ）

（p p m ）

（p p m ）

12

（占7、5）

〔j．5′～2プ 占！

j

‡

D59（2汐ム）　 王0．D Oへる占　　 R
1 2 篭

（p p m ） N D N 工） 0／ 1 2 N ⊃ N D 0／ 1 2

暴　 （p p m ） IID （N D ） N D 0／ 1 2 N D （N 工）） N D 0／ 1 2

（p p 工n ） N D N D 0／ 1 2 N IJ †寸ニ □／ 1 2

（p 王〕ln ） H D （0．8 ） N コ 0／ 1 2 N i〕（5．4） N D 0／／1 2

（p p 汀り N D （7占－8） N I〕 0／ 1 2 N O （99）

0皿5（18）

lN D～C●0 2

N D～0．0〔〕8

0／ 1 2

0／ 1 2

価 〕 （p p m ） N I〕 N D 0／ 1 2

（p p m ） ロ0 05（2．4） N D／～0．0〔】5 0／ 1 2

（p p m ） N 工）（0．18） N D 0／ 1 2 N 工）（□．72） 河口 □／ 1 2

（豆 ） 2 2 5 以上 1□へろ0以上 1 2 4．1 1へ名 1 2

（2 5℃励 ） 5る5 2 1〔〕へち5 〔】 1 2 7 5 9 5 ロ0～1．0 9 0 1 2

p p 正1） D．0占 0．口うへ亮．ロ8 ⊂■ 1．5 1 □．7 4へゼ．1 8 5

巨窒 素　 p p Ⅱ1） 2．1 05 9へ4．5 占 る 2．1 8
弓
‡0．8 占へる．4 2 占

／　　 p p Ⅱi） 4 0，5 ＝　7．9へタ占 占 8 0．8 7．9～1 2 0 占

トン p p m ）

p p m ）

p p 皿）

p p m ）

1．5 2

N D （0．ロ7）

0．4 5へヰ．7

N つ

る

2

る．2 9

N 工）（02 5）

2 5へノ1 2

N O

占

2

ミこ＼ ＼ － 永錮 墓

＼ 眼 点名j

別定 項 目、、、＼遭 ヱ竺

中　　　　　　　　 川
”　 伝　 右　 川

58－C　行　幸　橋 か E 伝 右 葎 1　　　l

平　 均 最′J、値～　　　最二た値 皿／n
H
平　 均

　 l最小票差倍音m／n．

】T ‾指 …薫 … 　 H
7■5 ト 8～7・占 0／12

l
葦　 7ヱトる～7■る　 0／12

4．9 2月へノ9．5 8／ 1 2 0・1 ∃0・0～ 0・占　 12／ 1 2

1 0．9

1 5．4

2＿5～5 4．7

5．9′－5 5．5

8／ 1 2

1 2

三；≡二≡ に …；；5 i12／ 三…

5．5 1 2～ 7 5 1／ 1 2 1 7 5 4 9～ る7 7　 1 2　　　　‖

フェノール

銅

亜　鉛

鉄〔溶解性

マンガン〔容

クロム

フッ素

了ルキル水毒

有磯リン

カドミ　ウム

｝アンモニ7性

塩素イオン

リ／暫イオ

アルカリ庶

lpcB
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元　　　 荒　　　 川 元　　　 荒　　　 川 大 藩 古 利 根 川

45－C 中 島 標　‡

平 均 最小 豊 美 僅 1 m ／ n

舶 －C　 八　 幡　 罷 4 7－C　 寿　　　 境

平 均 i 最 小値 ～ …

」 ぜ 大値 m ／ n
平　　 考

　 u　n
財 宝 差 値 巨 ノ／n

7．5

7．5 占．9～7フ 0／ 1 2 7．4 7．□～7．7

1

0／／1 2 7．4 占フ～8 0 0／ 1 2

る2 5．占′－1 1．1 5／ 1 2 S．1 2．7′－、ノ8．7 2／／1 2 7．る 5．9′、1 1．占 1／／－】2

9β 5～ 2 0．8 9／ 1 2 1 2 0 1．1′、5 占、8 7／ 1 2 8＿2 1．5へノ2 82 5／ 1 2

1 2．9 5．5～ 4 5．2 1 2 1 2．0　　　　　 5 5′～5 2，4 1 2 1 1．占 1，A～5 5 5 1 2

4．5 9・・）2 4 5 2／ 1 2 2 1　　　　 1 2～ 5占 0／ 1 2 1 7 4～ 5 7 0／′1 2

（57．5）

】

（紘 4） 1　u　u

l

l
！

巨 β）

N 工） N D 0／ 1 2 N I）　　　　　 N 口 0／ 1 2 N D N ［1　　 0／／1 2

N D （N D ） N ］〕 0／ 1 2 N I）（王寸D ） N D　 l o／ 1 2 N D （N □） N D　　　 口／ 1 2

N O N I〕 0／ 1 2 N D N 0　　　 0／／1 2 N D N D　　　 ロ／ 1 2

N 工）（1．2） N D 0／ 1 2 N D （0．8） N t）　　 0／ 1 2 N tl（G 5） ナすD　　　 O／／1 2

N D （18．8） N D 0／ 1 2 N D （17．1） N D　　　 口／－／1 2 N D （15．1） N I）　　　 0／ 1 2

N D N D 0／ 1 2 N D N D ロ／ 1 2 N I〕 N I）　　　 0／ 1 2

D．002（1．5 ） N Oへ竜．口0占 0／ 1 2 0．口02（2 5 ） N D ′、□．005 0／ 1 2 N D （2．1） N 凸～0．C〇4　　 D／／1 2

N 工）（0 2 2） N D 0／ ‘】2 N D （0，25） N 工） 0／ 1 2 N ［）（0．2A ） N D　　　 O＿／1 2

22 以上 7～5 0 以上 1 2 2 4 以上 1 5へろ0以 上 1 2 2 5．5 ．軋 上 †即 日以上 1 2

5 8 5 2 5 b～る1ロ 1 2 5 るる 1る0～5 4 0 1 2 5 7 4 17 0′－、ノ5 8 □ 1 2

0．□9 □、0 占′）0．15　　　　　　 占 0工）∂ 0エ】2～02 占 る ロ．0 8 □．0占′－一0．1 5 5

2．18 0．5 9′→一4．9 8　　　　　 占 2．18 D5 9′、、ノ5．0 5 占 1．D 9　　　 0，1る′－5 5 占

5 5．9 る．る～ 9 〔〕　　　　　 る 5 4 8．2～8 8 占 4 1．4　　　　　 9，2～9 る 占

ロタ8 0，1 7～2．5 4 る 1．8 2

N D （0．0）

口．5 8～4．4 0

N D

占

2

0．5 2　　　 02 5へ一口．8 9 る

る

占

2

1 0 5 占5～ 15 7 占 1〔】2　　　　 5 5～ 1 5 4

8 5 4 1～ 14 5 る 7 1 2 5′－1 5 2

N D （D．1 1） N O 2
N D （0．15） N D
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股

項

R

常
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項

目

健

康

項

呂

p甘

DO　　　　（ppm）

BO上）　　　（ppⅢ）

COD　　　（p即1）

S　　　　（ppl召）

腸菌群数（MP研D伽7グ）

渦　分　　　（pp□り

フエノ…ル姉　（ppⅡり

銅　　　　　（ppin）

租鉛　　　　（ppm）

鉄〔蒋難性〕　（ppm）

マン刀ン〔雪嶺牲〕（ppm）

クロム　　　（ppm）

フッ素　　　（ppⅢ）

シ7ン　　　（ppm）

7ルキル水封ミ　（ppⅧ）

有櫓リン　　（ppm）

カドミウム　（ppm）

鉛　　　　　（ppnl）

クロム〔る億〕（ppⅧ）

ヒ素　　　　（ppm）

給水銀　　　（pp町）

透視慶　　　　　（監）

導電憲（25℃βⅤノム乃）

ABS　　　（ppm）

7ソモニア性窒素（ppm）

墟棄イオン　　（pprB）

リソ啓イオン　（pp皿）

硬度　　　　（ppm）

アルカリ慶　　（ppm）

PCB　　　（ppln）

大藩‾古刹薇川

48－C　杉戸古川橋

占．8ノ・、ノア．7

5．占～8．5
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ND（0．51）

ー†5占－→

「

．

！

．

0／12

D／12

ロ／ノ12

ロ／て2

D／／′12

□／／12

D／12

0／12



0／12

2／12

］′／12

12

1／12

ク
ー
　
′
占
　
′
〇
．
ノ
O
 
J
O
　
′
む
　
′
缶
　
ワ
】

大　　　場　　　川

50－C　二洛．三　億
‾‾丁▼l‾‾‾■‾▼■▼‾■‾‾‾‾‾■‾1‾‾‾▲■▲

均j最小霊芸思うm／n

新　河　岸　川

－E　いろは橋下

平　　均 最大値

。ト7．。i。／12
0▲5へノ占β

ヘ

リ

　

〔

U

　

〔

〕

　

D

N
 
N
 
I
T
M
 
N

（
ぷ
　
7
0
　
4

1
　
0
7
　
　
5

「

ノ

．

2

一

2
　
　
2
　
　
2

0／プ2

0／ノ12

0／12

0／12

7．D～8．8

0」〕′－5．1

24．9′～■185占

14．7′～47．5

1／12

9／12

12／12
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黒　　　目　　　川

55－E　老β環境上流

平　　均

7．2

2．2

845

44．5

最小値～
最大値

る、9～7．5

C．4～4月

555ヘノ208

20、8～84．2

つ1～う751〔】～125 12】845　q Zlへ・

‡

】

（54．9） 箋

1

ND 0／／12 ND

【一拍（NO）

l NI〕

ND

NO

N⊃

ND

N白

0／／12

．0／12
冒D（1，4） ｝1D～0005

い寸⊃（76、5）壬　N⊃ N 工）

N 工）

ロ／12 夏NO （9ロ）

0／12 N O

D／12 N工）（1．5）

N工川．85

N D

NO′－0．OD5

0／12

□．／12

N D （22．5）N DへOD2

ND †すD　H

0，〇02（0．4） ND、甘口0ヰ ロ／12 0・002（0・5中 つ～ロ・Dロ・

NO （ロ．57）1 ND 0／12 lN D （2．41）！ N 工〕 ，□／12 N D （G25）　　 N D

19為し上 11へる0以上 12　　 12．う 占～25 12 8．5　　　　　 5～12

557 250～1，2DO 12　　 545 405へ竜9〔】 12 5占1　　　 295～占る

0」25 ロ．09′＼月．52 る　　 0タ占 口．17へゼ2 2 る 12 9　　　 0．4占′・～2．1

1β4 8、25～5．97

5．8～110

l 占！ 5．91

【 占… 5 1・0

2．55へβ．55 る 75 4　　　 4．る7′－－10

52．1 22′－11〔〕 占 5．14　　　 1ロ．1～9〔J

1．15 0．55【－22 8 ー　　 占‡ 557 1．15へイム

N 工）

る

2

占．52 2．19～11

N D （D．ロ9） N D

喜

NO（0．2） ND 2　N工）（024）

一・．、．】一1「5アー

ロ／12

占／12

12／■！2

12

12

0／12

0／／12

ロ／12

0′／′12

G／12

ロ／／12

0／／12

0／12
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箪 ；こ ニ 、一、 水 域 名
柳　　　 瀬　　　 川 ／J＼　　 山　　　 川

＼　　　 測定 点名 5 7－E　 レっろは 橋下 る4 －B　 新　 明　 橋

測 定 項 占＼ －t＼、、軌 定 借

平　　 均
最 小値 ～

m ／ n 平　 均

n

H
最 ノJ＼値 ～

m ／ rユ

、－、＿

最 大 値 最 大値

（痘／S ）

（p p m ）

7．4 7．1～7．占

H

0／ 1 2

　 ぎ

7フ ヨ 7．5～8．1

‾■■■■■■■■‾‾‾－■－－－－－－・・－・

0／ 1 2

4．5 1 1ブ～7・7 1／ 1 2 9．5 占フ′－1 25 0／ 1 2

順　 害 喜 ≡　 …器 ≡三 5 2．9
H　 4．7～ 占5．7 11／ 1 2 7．2 1．4～5 5月 占／ 1 2

2 2．5 1．5′～5占 1 2 占．る 4．5～ 1 115 1 2

≡ 日　 S S　　　　 （p p m ） 5 0 15～ 1 8 2 1 2 1 4 5～2 4 G／ 1 2

i　 大腸 菌 群数 （M 椚沼 OD 7甜） 44β0 0 l1，罰0′－17ロ，000 ！10／／1 2

l 油 分 （p p m ）
伺 フェノール類 （p p m ）

腹 ； 絹 （p p Ⅲ）

■ ■ 票 給 －－
【傾 i 削 抑 性 〕

i

（10 1．0）

□0ロ2

‡

（11三．9）

0，00へ月．0 05　 5　i

揉 頂 N D N D D／ 1 2 N O N D 0／ 1 2

N D （l寸D ）

N D

N D （0二7）

N 工）

N I〕

N D

0／ 1 2

C／ 1 2

0／ 1 2

N O （N D ）

N D

N D （5．7）

N D

N I〕

N D ！

0／ 1 2

ロ／ 1 2

8／ 1 2

項　　 籍　　　　 （p p nり N 工）（17．5） N ‡〕 0／ 1 2
N D （弧 叫　 N D　 ん ／1 2

星　　 ク ロム 〔占価 〕 （叩 盟） ♪寸D N 工） 0／ 1 2 N I〕 N 工〉　　　　 ○／1 2

ヒ素　　　　 （p p Ⅱり N D （0．8 ） N D ～0．0 02 0／ 1 2 N O （12 ） N D～0．□02　　 ロ／／1 2

総水 鈍　　　 （p Tlm ） N 工）（0．4 2） N D 0／ 1 2 N 工）（15 ） N D G／／／1 2

透 視 夏　　　　　 （慶 ） 14，9 4～2 5 1 2 2 9 5以」二 2占へろ0 以上 ■ 1 2

i 導 電 率　 （2 5℃〟Ⅴ ／㍍ ） 5 7 8 2 9 5～7 5 0 1 2 5 7〔〕 2 7 口へ4 8 0 1 2

ーr　　 A B S　　 （p p Tn ）
0．4 0 0、1 7～ 0．8占 占 0．0 5 0．0 0へ」1 1 占

封 芸 慧 窒素 ∑書…≡三
占フ0 55 8～ 12．44 ○ 1．1 7 ロ，5 1へ′1．占5 占

5 5．5 1 D．1／－｝1□0 る 5 9．4 4．占へ7 8 占

の 豪 リン∈糞イオン （p p m ）

項 総 硬 度 （p p m ）

巨 ア ル カ リ虔 （p p 皿）

！ p C B （p p m ）

2フ5

N D （0，05）

0フ1～9 5

N D

‡ 占

‡

2

1．8 5

N D （8．2）

u

D、占5へづ．0

N 工）

占

2

荘1．（）内の数値は底質の調査結果（単位叩／毎乾物）を示す。

2・〔m／n〕とは〔水質環境基準に合致し覆い検体数／調査実施検体教〕である。ただし環境

′・・－158一－
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〔

乙

　

2

1
　
　
．
1
　
　
　
1
　
　
　
1

／
　
／
　
／

12

12

d

占

占

占

買境

i　 福　　 川　　 －
小　　　 山　　　 川 　　 元　 小　 山　 川

n

る5 －A　 －　 の　 橋 】 占占】B 県 道 本 庄妾 宅線 交差 点 占7 －B　 昭　 和　 橋

平　　 均
最 小 値 ～　最 大 値

‖

m ／／n 平　　 均

n一叢／」＼値 ～　最 大 値
m ／ n 平　　 均

最 ノ」、、値～　最 大 値 皿／ n

7．9 72 ～ 3．9 2／ 1 2

山　 7 ．5

7．0 ～ 7 ．7 0／ 1 2 7 2 ム1 ～ 7．占 1／ 1 2

1 1ム l プ・5 ～ 1 7・5 0／ 1 2 5，9 0．5～ 9．4 9 ／ 1 2 る、る 2フ～ 1 1．2 5／ 1 2

　 u
三； i ≡二；二 …：ま 4／ 1 2 n　 ′】2フ 2 ．7～ 2 5 ．4 11／／1 2 …三 言 ；ニ 冒・冒2 4／ 1 2

1 2 1 〔！5 2．1～ 1 8．1 1 2 1 2

1 2　　 1～ 4 4　　　 2／ 1 2 5 0 9 ′－－8 4 4 ／／1 2 1 8　　　　　 るへ′4 2 2／／1 2

1占J叩0　　 2 ロ0へフ9，0 □0 1′l／ 1 2 5占□，GO O
15 ，0 00～

1，8 00 0〔旧
12 ／ 1 2 75，ロ00　 150へゼ2 ロ、0 00 7／ 1 2

十

邑 ！

■ 宝

（占5・9 ） l

篭。11 1ム）

Otロ02 重 0■口0瑚 ▲00 5

葦

‡

n
（2 05・0 ） と

5

H

司 Ⅲ ∪ U ′／ l ∠

〔｝寸D ）

D

（5 5 ）

N I〕 □／／／1 2 ≒N

N D 0 ／ 1 2

　　 ‖
N D

ロ′／ 1 2 N

〔1 4 2 ）

D

〔一！5 ）

西口 0 ／／1 2 N

N

N ‡〕 0 ／ 1 2

N 工）～ C ．□2 0 ／ 1 2

〔5 4 2 ） N 工） 0 ／ 1 2 N

琵 正 1 占へづ 0 ′抜 上 1 2 2

i5 5 8 0 ～ 4 9 0 1 2 4

；る 0 ．0 5 ′－一1 ．1 4 る 0

】9 0 ．4 7 ・′・）2 、0 7 占 一 口

5

巴

N

i．占 8 2 ～ 9 占 占

75

（1 」4 ）

0 ．8 る′、ノ2 。5 9

N 工）

占

2

N工）

ND（ⅠヾD）

NO

NO（05）

ND「57．8）

ND

ND（口．占）

ND（0．28）

N。～。．。2毒害ク三…

ND

50以上

240～570

ロ刀2一）0，05

0．ロ～1．94

5，8へ′る0

0．00～0．9

12

12

占

占

る

ろ

N工）（0．0） N⊃

基準の定めの貴い項呂につぃては調査実施検体数のみ記入した。
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D（N工））

Nt）

D（0フ）

D（12工i）

ND

D（0．9）

○（0．12）

9以上

40

，47

．54

9．9

，2占

ND

N工〉

N工）

N⊃

0／12

0／12

0′／12

0／／12

□／12

ND～口．12　lo／12

0／12

0／12

22～50」メ上

2フロへ／る50

0．04へノ245

D．1占へノ1．17

＝〕．1～72

0月8～5．49

12

占

占

占

る
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次に、河川の有機性汚濁の婚贋であるBO工）について若干の析祈を試みた。蚤境基準紅射ナる水

質代表値の理念（水質汚濁紅かかる豪境基準打つし〔ての昭和45年4月21日閣議決定）に基づき

各測定地点のBOD値の759ら非超過確率水質を算出し、また、環境基準を達成するための年平均

水質を推定した。

（1）確賓直凄の正規分布、対数正規分布へのあてはめ

一般把汚澤冴が、比戟的単一化している河川等では、正規分布で近似できる水質測定値が得ら

れることが多く、優勢を多くの汚濁源の存在する場合の水質変革慮、対数正規分布にしたがうこ

とが多しつといわれてモハる。そこで、比較的汚濁源の少凌い貰墳墓準のあてはめでA類型（環境基

埴2ppm）B類却（5ppm）と、汚濁源の多いC類型（5pPm）、E類型（1ロppⅢ）のぃ

くつかの地点で測定値の正規分布、対数正規分布へのあてはめで、その道合性について、○コ・を

よぴLl告そわぞれ実摂Ijかよひ理論によるま数を表わすものとし、

＿竺→　（01－Ll）2

ユ＝1　　Ll

を算出し、ズ2の大きさでその道合皮を検定した。（1）式の値が零をらば理論値との完全な一致を

意味し、その儀が大尊くなるに従って、その一致皮が悪くなると考える0

ここで軋ズ2が光三よカ大きくたる確寒が0・□5になるよう竜よ。2の債を選ひそれを限界値と

して判定した。

表2　確牽直顔の適合度の検雇（β＝0．05）

地　　　 点 類 型 ¢
2

ズ0
ズ 2

正 規分 布 対数

親　 鼻　 橋 A 4 9 ．4 8 1．5 る

ロ

高 荒 川 大橋 A 4 ／′ 1．0 ロ

初　 雁　 椋 B 4 〝 4．4 2

和 田吉 野 川

最 下 流 点

新 明 橋

B 5 1 1．0 7 5．9 9

B 8 1 5．5 1 5，1 4

豊　　　 橋 C 1 2 2 1．0 1 8．る5

寿　　　 橋 C 1 5 2 2，4 4 8 ．4 5 2

中　 島　 橋 C 8 1 5．5 1 1 0．5 5

E 8 〝 1 1，1 5

　 E
H

8 ノケ 2 〔】．8 5

2

　

5

　

5

　

7

　

J

O

　

5

　

7
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0

　

凸
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′
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く
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む

0

　

5

）

　

【

う
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〔
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＋
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ヒを

水質データめ帝定分布への適合性は上表のとおりであカ、蓑から明らか竜ように、概数、A類

型、B凌臥B類型河川の測定値軋正規分布、対数正規分布のしへづれの場合・も適合度は非常把

良いということができ、C類型、E類型河川の測定値は対数正規分布に従うとして、75労非超

過確賽水質骨推定して差しつかえなレ、結果を得たので、いづれの創建地点の測定データも、対数

正規分布に従うものとして次の解析を試みた0

（2）75ヲち非超過礪巷水質の推定

全調査地点の測定値は、対数正規分布払従うものと仮定し、先づ測定値の対数をとり、平均

値（1。が丘タ）、庶準偏差（log竃）告求め、正規化された。

（bgXl〇gMグ）
t＝－

い－・りご

‥…・（2）

把対して、確率ア5繋〉のtの値札正規分布表よぅ、t＝0■占8を求めて　75ヲち非超過確率

水質（Ⅹ）を求めた。
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表5▼　各測定地点把おける年次別　75笹非超過確率水質

測　 定　 地 点 年度 B O D　　　　 測　　　　　　 定

‡ 荒 ■川　恵 鼻 橋 面

u
4 る

5．4

1．4

1．0

盲 三三け ‡け 三…！ 喜‡…

市野川

無 歩 橋

4 8

4 7

4 占

…け 三相 ‡…．－ …三…
2．占

8．ヲ

2．4

き　 入間川 4 8 】 サ　 ム5　 2・1 　 n
4．4 1 9．ロ

4．8 f
5．5

芦 研 程 橋

【
ロ

4 7

4 る

H
5・9　 5・ロ1 乱2　 2 9■7　 る・占 2．5 4．7

17・4　 7・2 盲　 2 占－5
15・4 i　 占・9 5．1 7乙2

入間川　　　　　 l 4　8 2．9 2－5
　 ‖

1．7
1・0 盲　 2・8 i 2・0 ‡ 2▲5

富　 士　 見　 橋
4 7 ‡

5．5 7，8 5．9 蓼 三≡妄 …二…妄 ≡：；卓 二‥；－　n

4　占 る．9 4．占 2 0．1

入間川
豊 水 橋

入間川
給食センタ岬前　芦

‡‡

1
r

A8ぎ
‡47】

4△室
48
47
4占

5．7
2．0
享…喜妄

1・2圭u

且 ㍗ 甘 ㍗

1……！≡‥廿 ‡け ‡三

n

■－‾ 董　 【 J ．J　u U ．J l．∪ ム コ i l ・ロ 重　　 夏・〇

大　 橋

4 8

4 7

4 占

1．2 二う．4

1．8 4．1

1．8 2．0

ぎ 0・8

‖

2．5

2．5

0．8

5 ．8

2．占

月 日

橋

4　8 2．9 5．7 占．5 5．5 4．7 4．7　　　　 5．2

4　7 4 ．2 5 ．1 7 ．□ 9．9 1．5 1．4　　　　 0 9

4　占 7．5 孔2 5．5 5．5 4 ．8 2．占　　　　 5．4

l 大 榛

4　8 1．0 】 0．9

u
0．7 1．2

呵 1・0　 0・1

4　7 5．5　　　　 4．5 1．0 8．占 C．9　　　 ロ．2　　　 1．占

l 4　占 1．□　　　 1．2 1．□ 9．ロ
て．2 盲 1．2 音 1．1
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（Ppm）

値　　　　　　 … 平均値（m）
　　 ‖
b g址㌢

如 銅 】
Ⅹ

1・9　 4■2 い 4 1 2・5 盲　 2・4 2．5　盲 8．5 5 4る　　n 0．2 0 7 1 乙1

1－5 ≒　 2■5

1、8 ‘ 0，占

；二；至 …二；篭 ≡：三 1．る
ロ．15 る－目　 口．2 0 7 1

2．ロ

2．0 0．25 占0　 0．2 占70 ‡　 Z 占　　　　　　　ロ

1，4　　　 4．5 9．占 2 0．8　　　 4．8 7．7 0プるD7 0．54 7 8 9．9

5．占　　　 7．9 5．フ 10．7　　　　 7．1 7．占 0．8 2 4占 0．2 2 5 5 9．5

4一。篭　 占、4

2．9 2．7　　　　 7．4 占．占 ロ．70 5 8 0．5 ［斉5 7 8．2

7．9 0．7 1 1占 0．57 5 2 9．5
1．1　　　 5，4 4 1．D A．C　　　　 る，○

　 H

11．占 1 ‘14 7．3

5・8 い 2
1占．9 0．9 0 5 1

。射 。5 i l る．。

＝・9 l 5 4・2 l “・5 9．9　　　 9．5 5 2．2 1．2 8 7
。．45 。7 ト 9．5

；：；竜 ；．；主 1 …二；

12．1 毒 5．5 9．3

T － ；D　 5．8
4 5

　　　 H
0．49 9 4　 0．5 2占2 5．5

5．5　　　　 占．占 4．5 0．54 7 5
0・5 5 4 1 ミ　 占・0

4．0　　　　 占．4 7．1 0．ファ55 0．2 る8 〔】 9．0

1．8 7．5 7．7 4．1 5．4 5．5 0、4 A O 9 0．55 2 占 4．占

…二喜i 三：：…毒 ；二≡l ；：；i る．1

5＿1

5．7

5，占

0．4 ［）49

0．4フロ5

：．；……≡ 竜 ：二；

2．1 モ　 1∪5 2 4．2　　　 2．2 1．占 5，7 0．25 8 1 ロ．47 17 5．8

4．5　　 18．占 2．2　　　 5．4 占、5 45 0．う占8 8 0．58 5 5 5－8

1，9　　 2．1　H 5．5　 1，る　川 2．2 5．る 0．5 8 る8 0、5 A 7 9 4．2

1．5　　　 占．1 1　 9．ロ 5．0 乙5 乙る 0．25 9 〔】 0．5 82 4 5．2

○・9 i　 2・5　　 2・0 1．9 2．1 乙5 0．ち5 占9　　 〔】．24 2 5 5．2

5・占ミ　 4・9 －

4．2 5．5 5．1 2．8 毒　口・4 27 5　 0・1 5 2 る ！　 う・4

5．2 l 5 1．9
1 4 0 1フ．8 11．7 9．5 0．8 5 9 5 0．5 1 1占　　　 1 1．8

2，占　　　　 4．d る．4 4 2 4．8 4．2 □，52 8 2　　　 ロ．5 17 9 5．る

4．4　　　　 2．占 9．ロ 4．5 占．占 4．8 □．る5 5 2 0．17 0 2 5．9

0．占　　　 0．8 2，0 1 2 1．0 1、8 －0．0 占7 1 0．55 0 1 1．4

0．8　　　 1，2 0．9 1．7 0．7 2．1 □．129 8 G．42 5 D 2．占

1．2　 2．1　u

乙占ト ．4

1．る 2．□ 口．19 9 9 　 0．2 占9 0
q

　　 2．4
口
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1．5
l　 ロ．9 ‾‾‾T

0 ．0

1 ．15 ．4 4 ．8
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図175郎巨超過確奉水質の推移

m
　
　
　
4

pp

一

i

L

4占

橋樗初

鑓

「

1

1

1

＼
．

1

1

1

1

1

＼

＼
．

＼

1

＼

＼

47

赤平川
赤平橋

＼　　／

d8　　　　4占　　47

‾‾－－－－－－－一一－■■－－・一一－■・・・・・・・■・・■・・・・・・ト

棚川し＼、、＼、、＼

原谷橋

48　　舶　　47　　48

豊水儒
成木川

給食センタ⊥前　　成木大橋

〆／＼＼＼

「

48　　舶　　47　　48　　4る　　47　　48　4占　47　48

年

－15∩－



「

→「ト・・・一・一・・・・－■

Aア　48

年

市野川

韓歩橋

ヽ

す

」

高麗川

高官藍川大穂

小睦川

前　複

4占　　47　　48　　　　4占　　47　　48

都幾川

／へ、＼、、、＼＼＼、

嚇74
′
04（

H
）

474
．
∧
）

4

和田吉野川
最下流点　　　　　／

河／

舶　　　47　　　48　　　舶　　　47　　48　　　4占　　47　　48　　4（；　　47　　48

－151－



【「

p妄

盲利根川

寿　橋

㌧＼／

元荒川

八幡楕

／

／

／
／

舶　47　48　　舶　47　48　4占　47　48年

74
′

∧

）4

ノ
′
－
′
′

．

・

／

47　　　48

大場沼i

蔦三宿

／

／
／

4占　　　47　　　4∈；

＼
1

、

恒
…車

上

＼
智

＼
＼

47　　48　4占ノ
人
U

48474／
0

4

－152ニー

mpp

4占　　47　　　　48

P
p
m
　
聞
　
硯

四

t

‥

［

】

■

＝

1



4ロ

柳顔川
いろは倍

／20

／／

ノ

【
7

L
j
」
4

小　山　川

10】帝明偉　　　　－の碍

啓一一一一ノー適／

「ノー、ニニ観＿」叶

元′」＼山川

前の橋

息・・一一－・～＿＿申

福川
昭和頂

●一一一一一・A－＼＼

舶　　47　　d8　　47　　48　47　　48　　舶　　47　　48年

丁・15う二

青
年



「－、て

（3）確濱75罪以上で環境基準を達成するための平均水質の推定

環境基準河川A類型、B腰臥C類型、且類型の、、BOOの基準値軋それぞれ2ppn、

3p叩、5p叩、及びてOp叩てあることから測定値Ⅹが・、それぞれ、2・5・5・10以下

把語る躍塞が75ヲらになるよう凌平均値を求めて絶遠した亡即ち、さきの（2）式把基準値の対数

（ユogX）及び標準偏差（鹿〝㌘）を代入し、平均値（Mダ）を算出した。

表4・確牽75野以上で環境基準を達成ナるための年平均水質川グ）　（ppm）

測　 定　 地　 点 軍境基
尊類型

川親　　 鼻　　 橋 A つ　　　　 2．5

暦リーぎ徒　　 歩　　 筏 C 5　　　 7フ
．問川初　　 雁　　 荏 B う　　　 7．9

〝　 富　 士　 見　 橋 B 5　　　 4．5

〝　 豊　　 永　　 橋 B 5　　 5．5 靂

〝 ：給食センタn 前 A 2　　　 5．7

木川成　 木　 大　 橋 B 5　　　 2．占

陸川新　　　　　 橋 C
5　 9・5 言
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（4）考　察

公共用水域の水質は、通常の状態下にある場合紅潮定を行ない、その結果把よって環境基準

の達成状況を判断すべきだとされている。通常の状態として河川にあdでま悠水流量以上の状態

としているが、これは、すなわち、低水流量程度の状態と浸っても環境基準が維持遠戚される

べきであるとしへう考え紅基づいたものであカ、優太流量とは、1年を通じて275日は、これ

を下まわら竜い流量をレゝうことから、1年間を通じ75解以上の日数把対して、環境基準が達

成されるよう配慮すべきものと考えられる。

各測定地点把おける75繋非超過確率水質（1年間を通じ275日が超過しない水質）は、

表5及び図1のとおカであ少、環境基準が維持達成されてしっる水域、地点は、高慮川高床川大

司喬のみであると云える。

また、過去5カ年の75繋非超過確率水質をみると、汚濁の進行してぃる地点臥　荒川親鼻

喝市野川徒歩橋、小畦川前橋、中川豊橋、同行幸徳、元荒川中島橋、同八幡蘇、古刹領川寿橋

同音川縁、新方川昭和尋蕎、大場川憲三椋、新河岸川いろは橋、黒目川都県境、柳顧川いろは橋

小山川新明橋が挙げられ、調査地点50地点のうち半数の15地点が7jく質の汚濁が進行してい

るという憂慮すべき結果か得られた。特に県東部の殆んどの河川において汚濁が進行してお守、

県東部地区の開発の進展という社会状勢とよくマブチしてしつる。

逆に、水質の良化をみた地点としては、横車削†L原谷橋、入間川初帯梧、同富士見橋、高麗川

高麗川大橋、伝右川伝右梧等が挙けられ、特に、入間川初掩檻、伝右川伝右壌の水質は、昭和

47年、48年と急激把良化をみた。これは、この地点の上流把川越狭山工業団地、或は大規

模製紙工場、皮革産業等があゎ、これらに対する規制の弓封ヒが効を奏したものと考えられる。

その他の地点ではほほ蹟はいの水質を示してぃる。

また、環境基準を達成するための年平均水質の推定値は、表4のとかカであカ、高荒川大橋：

を除いて全ての地点で、水質浄化のための大変夜努力を必要とすることがうかがえる。

ちなみに、各項墳墓準類型の平均をとってみると次のどとくなる。

A類型7河川7地点平均の現状水質は乙2ppmで、環境基準値2ppmを維持達成するために

～ては平均水質を1，2ppmとし夜ければ浸らず、現状水質の約1／2把浄化し貴ければ意ら葱レ㌔

同様にB類型7河川9地点平均の現状水質は5．4pp】℃でこれを5ppm托するためには1．7ppm

と環状の約1／5とし夜ければなら夜しっ。C類型7河川10地点平均の現状水質は10．占ppm

であカ、これを5ppmとするため紅は2－7p叩と現状の約1／4匠、また、E類塑4申川4

地点平均の現状水質は88．1ppmであわ、これを環境基聾10pplnを達成するためには占．8ppm
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と実把約1／15にし柔ければをら夜レ㌔

奴上、調査地点の殆んどの地点で有機性汚濁の著しh現状を招達てきたが、今筏は、汚濁の

甚だしl■′潮ノ順るレ1は汚濁の進行しでハる河川等について、遂次流域の汚濁発生負荷の背景を

綿密把調査するととも把各河川の特性（浄化能力等）を把虚して、適切宏行政譜置が講じられ

るよう技術的な対応を考えていか頂ければならをいと考える。
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